
虎ノ門ニュース（2018年11月14日 ＤＨＣテレビ）
北村氏「野党は責任放棄してる。無能の極み」

11月14日に放送された虎ノ門ニュースで弁護士の北村晴男氏が理由をつけて職場
放棄ばかりする野党を痛烈に批判した。
北村氏は政府が検討してる入管法について批判だけの野党に対し「野党は入管法に
ついて『やり方が悪い！拙速！』批判してるが、労働力不足を補うため対案を示す
のが政治家としての役割で対案を出さないのは責任放棄でしかない。野党は対案を
示し議論のまな板の上に乗ることを嫌がってる」と指摘。
また“政策ブレーンが少ないから対案を示せない”と主張してる野党議員に対しては
『だったら政治家を辞めろ！仕事をなんだと思ってるんだ！』と苦言を呈した。

また『総理が憲法改正の旗を振るな』と主張してる蓮舫などの野党議員には「無能
の極み。憲法は法規範で人が作ったもの。法律を守り生きてく以上は法律が適正じゃ
ないなら変えないといけない。首相に憲法改正議論をするなというのは馬鹿すぎる。
憲法は国家・国民が生活する為に人が知恵を絞り作ったもの。ただ知恵は万能じゃ
ないので常に補強訂正が当たり前のことだが、日本の一部の政治家だけが訳が分か
らないことを言ってる。無能の極み」と斬り捨てた。
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自らの不倫で自分と他人の家族団欒をを壊した山尾志桜里は『家族団欒』を語り、
裏口入学関与疑惑の説明責任を果たすべきという国民の声を無視中の吉田統彦は

「政府には現場の声が伝わってない！」と自らを顧みない発言が相次ぐ


